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  薬理学的特徴と有効性，安全性
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5 1 型糖尿病における 
 インスリン療法の実際

小林哲郎　
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7 2 型糖尿病における 
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柳沢慶香

11 腎不全，透析中の症例における 
 インスリン療法

羽田勝計　他

12 周術期，ICU 症例のインスリン 
 治療による血糖管理

松木道裕
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　インクレチンはインスリン分泌を促進する作用を有する消化管ホルモンであり，わが国においてもインクレチン関
連薬がいよいよ臨床の現場に登場しようとしている．インクレチン関連薬は，基本的に低血糖を起こさずにインスリ
ン分泌を促進することや，これまでのあらゆる糖尿病治療薬との組み合わせが可能であることをはじめ，多くの利点
をあわせもつ 2型糖尿病治療薬として大いに期待されている．
　月刊糖尿病別冊「インクレチン」は，その関心度が高まるインクレチンの概念や歴史をはじめとして，関連薬であ
るGLP-1 受容体作動薬とDPP-4 阻害薬の臨床応用，さらには今後の展望を最新の知見から取りあげる一冊である．

企画編集 稲垣暢也別 冊インクレチン

A4変型判 全頁カラー印刷
定価：（¥4,800＋税）

ISBN978-4-287-82901-1

絶賛
発売中

！
● 1．序文：稲垣暢也
● 2．インクレチンの歴史と概念：清野裕
● 3．インクレチンの基礎
1）インクレチン分泌の機序：羽田勝計／ 2）インクレチン
の膵β細胞におけるインスリン分泌促進機序：清野 進／ 3）
インクレチンの膵β細胞保護増殖作用：仁木一郎／ 4）イ
ンクレチンの膵外作用［中枢神経系への作用：古家大祐／
心血管系への影響：柏木厚典／肥満について：山田祐一郎
／骨について：山田千積］／5）DPP-4とは：原田範雄 

● 4．インクレチンの臨床への応用
1）インクレチン・ミメティック（臨床データを中心に）［エ
キセナチド：荒木栄一・リラグルチド：加来浩平］／ 2）
インクレチン・エンハンサー（臨床データを中心に）：［ビ
ルダグリプチン：岩本安彦／シタグリプチン：谷澤幸生］

● 5．インクレチン関連薬剤の糖尿病治療における展望
1）1 型糖尿病治療への可能性：難波光義／ 2）膵島移植
への可能性：豊田健太郎／ 3）2 型糖尿病治療におけるイ
ンクレチン関連薬剤の位置づけ：門脇　孝
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これからのインスリン治療の強化方法
門脇　孝


